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の
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境
対
策
課
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一

〇
形
質
変
更
時
要
届
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指
定
の
解
除�

（　
　

同　
　

）　
　

三

〇
農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
認
可�

（
農
業
振
興
課
）　
　

五

〇
県
営
土
地
改
良
事
業
換
地
計
画
の
縦
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保
安
林
の
指
定
施
業
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変
更
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林
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備
課
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事
業
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更
の
認
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河
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振
興
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所
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七

〇
土
地
改
良
事
業
計
画
変
更
の
認
可�
（
仙
台
地
方
振
興
事
務
所
）　
　

七

〇
土
地
改
良
区
役
員
の
就
任
及
び
退
任
の
届
出�

（
東
部
地
方
振
興
事
務
所
）　
　

七

公

告

〇
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
（
五
件
）�

（
建
築
宅
地
課
）　
　

八

企

業

局

〇
企
業
局
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
管
理
規
程
の
一

部
を
改
正
す
る
管
理
規
程�
九

〇
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規
則
第
四
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
く
告
示
を
廃
止
す
る
告
示�

九

人
事
委
員
会

〇
人
事
委
員
会
規
則
二
―
八
（
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関

す
る
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

九

〇
人
事
委
員
会
規
則
八
―
五
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則�

九

〇
人
事
委
員
会
規
則
八
―
六
（
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
）
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則�

一
〇

〇
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規
則
第
四
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
く
告
示
を
廃
止
す
る
告
示�

一
〇

監
査
委
員

〇
定
期
監
査
結
果
に
対
す
る
措
置
の
公
表�

一
〇

収
用
委
員
会

〇
一
般
国
道
百
十
三
号
福
岡
蔵
本
２
号
事
件
公
示
送
達�

一
六

正

誤

〇
宮
城
県
公
報
令
和
三
年
号
外
第
九
号
（
令
和
三
年
三
月
二
十
六
日
付
け
）
中�

一
六

〇
宮
城
県
公
報
令
和
三
年
号
外
第
一
四
号
（
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
付
け
）
中�

一
六

〇
宮
城
県
公
報
令
和
三
年
号
外
第
二
一
号
（
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
付
け
）
中�

一
七

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
三
十
二
号

　

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
形
質
変
更
時
要
届
出
区

域
と
し
て
、
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

　
　

令
和
三
年
八
月
二
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域

　

�　

気
仙
沼
市
田
中
百
七
十
九
番
、
百
八
十
六
番
、
百
八
十
七
番
四
、
百
八
十
八
番
、
百
八
十
九
番
一
の
一
部
と
し
、

次
の
図
の
と
お
り
と
す
る
。
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 ：
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域

 

：
敷
地
境
界

 

：
筆
の
境
界
線

 

：
調
査
の
対
象
と
な
ら
な
い
区
域

 

（
事
業
と
関
わ
り
の
な
い
土
地
）

 

凡
例
 

 

＜
起
点
＞

 

 
起
点
は
，
対
象
地
の
北
端
と
す
る
。

 

＜
格
子
の
回
転
角
度
＞
５

°
５
５
′
３
１
″

 

 
格
子
の
回
転
角
度
は
，
起
点
を
通
り
，
東
西
方
向
及

び
南
北
方
向
に
引
い
た
線
並
び
に
こ
れ
ら
と
平
行
し

て
１
０
ｍ
間
隔
で
引
い
た
線
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
格

子
を
，
起
点
を
支
点
と
し
て
左
回
り
に
回
転
さ
せ
た
角

度
を
示
す
。
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二�　

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
に
お
い
て
土
壌
の
汚
染
状
態
が
土
壌
溶
出
量
基
準
及
び
土
壌
含
有
量
基
準
に
適
合
し
て

い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類

　
　

水
銀
及
び
そ
の
化
合
物

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
三
十
三
号

　

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
形
質
変
更
時
要

届
出
区
域
の
一
部
に
つ
い
て
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
指
定
を
解
除
す
る
。

　
　

令
和
三
年
八
月
二
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
を
解
除
す
る
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域

　
　

大
崎
市
古
川
中
里
六
丁
目
百
五
十
二
番
一
の
一
部
と
し
、
次
の
図
の
と
お
り
と
す
る
。
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＜
起

点
＞
 

起
点

は
，
大

崎
市

古
川

中
里
六
丁

目
１
６
７
番
１
の
最
北
端
と
す
る
。
 

＜
格

子
の
回

転
角

度
＞

１
３
°
９
０
′
 

格
子

の
回
転

角
度

は
，
起
点
を
通

り
，
東
西
方
向

及
び
南
北
方
向

に
引
い
た
線
並

び
に

こ
れ

ら
と

平
行

し
て

１
０

ｍ
間

隔
で

引
い

た
線

に
よ

り
形

成
さ

れ
る

格
子

を
，

起
点
を

支
点
と

し
て
右

回
り

に
回
転
さ

せ
た
角
度
を
示
す
。
 

凡
例

 
：

起
点

 
：

単
位
区
画

 
：

筆
の
境
界
線

 
：

敷
地
境
界

 
：
調
査
の
対
象
と
な
ら
な
い
区
域
（
土
壌
汚
染
対

策
法

第
３

条

第
１
項
た
だ
し
書
の
規
定
等
に
よ
る
。
）

 
：

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域

 

：
指
定
を

解
除
す
る
区
域
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二�　

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
に
お
い
て
土
壌
の
汚
染
状
態
が
土
壌
溶
出
量
基
準
及
び
土
壌
含
有
量
基
準
に
適
合
し
て

い
な
か
っ
た
特
定
有
害
物
質
の
種
類

　
　

シ
ア
ン
化
合
物
並
び
に
鉛
及
び
そ
の
化
合
物

三�　

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
に
お
い
て
土
壌
の
汚
染
状
態
が
土
壌
溶
出
量
基
準
に
適
合
し
て
い
な
か
っ
た
特
定
有
害

物
質
の
種
類

　

�　

カ
ド
ミ
ウ
ム
及
び
そ
の
化
合
物
、
セ
レ
ン
及
び
そ
の
化
合
物
、
ふ
っ
素
及
び
そ
の
化
合
物
並
び
に
ほ
う
素
及
び
そ

の
化
合
物

四　

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
に
お
い
て
講
じ
ら
れ
た
汚
染
の
除
去
等
の
措
置

　
　

土
壌
汚
染
の
除
去

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
三
十
四
号

　

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

農
用
地
利
用
配
分
計
画
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

令
和
三
年
八
月
二
十
日

�
宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
概
要

　
　

別
冊
の
と
お
り

二　

認
可
年
月
日

　
　

令
和
三
年
八
月
二
十
日

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
三
十
五
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
県
営
土
地
改
良
事

業
七
ヶ
浜
地
区
の
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に

よ
り
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
換
地
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
八
十
九
条
の
二
第
四
項
で
準
用
す
る
同
法
第
八
十

七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知
事
に
審
査
請
求
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
換
地
計
画
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
審
査
請
求
の
ほ
か
、
こ
の
換
地
計
画
が
定
め
ら

れ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
、
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
、
仙
台
地
方
裁
判
所
に
換
地

計
画
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
三
年
八
月
二
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

換
地
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

令
和
三
年
八
月
二
十
三
日
か
ら
令
和
三
年
九
月
二
十
一
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

七
ヶ
浜
町
役
場

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
三
十
六
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

令
和
三
年
八
月
二
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

仙
台
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

公
衆
の
保
健

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
に
係
る
立
木
の
伐
採
を
禁
止
す
る
。

　
　
　

⑵　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

仙
台
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

名
所
又
は
旧
跡
の
風
致
の
保
存

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　

⑵�　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。
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（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
水
産
林
政
部
森
林

整
備
課
）
及
び
仙
台
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
三
十
七
号

　

公
有
水
面
埋
立
法
（
大
正
十
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
有
水
面
埋
立
て
に
つ

い
て
次
の
と
お
り
し
ゅ
ん
功
認
可
し
た
。

　
　

令
和
三
年
八
月
二
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

し
ゅ
ん
功
認
可
年
月
日

　
　

令
和
三
年
八
月
十
一
日

二　

し
ゅ
ん
功
認
可
を
受
け
た
者
の
名
称

　
　

石
巻
市

三　

埋
立
区
域

　

１　

位　

置

　
　
　

石
巻
市
渡
波
字
屋
敷
浜
六
番
二
に
隣
接
す
る
公
有
水
面　
　
　
　

　

２　

区　

域

　
　
　

次
に
掲
げ
る
イ
点
か
ら
レ
点
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
レ
点
か
ら
イ
点
を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

　
　

�　

基
点　

復
旧
・
復
興
補
助
基
準
点
二
Ｂ
〇
二
六　

北
緯
三
八
度
二
四
分
五
一
秒
東
経
一
四
一
度
二
四
分
一
八
秒

の
地
点

　
　
　

イ
点　

北
緯
三
八
度
二
四
分
五
一
秒
九
七
一
〇
東
経
一
四
一
度
二
四
分
一
六
秒
一
八
二
八
の
地
点

　
　
　

ロ
点　

北
緯
三
八
度
二
四
分
五
二
秒
〇
三
〇
九
東
経
一
四
一
度
二
四
分
一
六
秒
一
六
三
三
の
地
点

　
　
　

ハ
点　

北
緯
三
八
度
二
四
分
五
二
秒
七
八
九
九
東
経
一
四
一
度
二
四
分
一
五
秒
八
二
六
八
の
地
点

　
　
　

ニ
点　

北
緯
三
八
度
二
四
分
五
二
秒
八
〇
八
〇
東
経
一
四
一
度
二
四
分
一
五
秒
七
九
九
〇
の
地
点

　
　
　

ホ
点　

北
緯
三
八
度
二
四
分
五
二
秒
八
五
二
四
東
経
一
四
一
度
二
四
分
一
六
秒
六
六
三
八
の
地
点

　
　
　

ヘ
点　

北
緯
三
八
度
二
四
分
五
二
秒
八
八
八
〇
東
経
一
四
一
度
二
四
分
一
七
秒
〇
七
七
九
の
地
点

　
　
　

ト
点　

北
緯
三
八
度
二
四
分
五
二
秒
九
九
三
二
東
経
一
四
一
度
二
四
分
一
七
秒
八
九
三
四
の
地
点

　
　
　

チ
点　

北
緯
三
八
度
二
四
分
五
三
秒
一
一
四
六
東
経
一
四
一
度
二
四
分
一
八
秒
六
六
四
六
の
地
点

　
　
　

リ
点　

北
緯
三
八
度
二
四
分
五
三
秒
三
七
〇
九
東
経
一
四
一
度
二
四
分
二
〇
秒
二
九
二
六
の
地
点

　
　
　

ヌ
点　

北
緯
三
八
度
二
四
分
五
二
秒
九
五
七
九
東
経
一
四
一
度
二
四
分
一
九
秒
九
七
三
四
の
地
点

　
　
　

ル
点　

北
緯
三
八
度
二
四
分
五
二
秒
三
四
七
一
東
経
一
四
一
度
二
四
分
一
九
秒
七
八
六
二
の
地
点

　
　
　

ヲ
点　

北
緯
三
八
度
二
四
分
五
二
秒
二
一
八
二
東
経
一
四
一
度
二
四
分
一
九
秒
六
四
四
六
の
地
点

　
　
　

ワ
点　

北
緯
三
八
度
二
四
分
五
二
秒
〇
〇
〇
八
東
経
一
四
一
度
二
四
分
一
八
秒
八
四
一
九
の
地
点

　
　
　

カ
点　

北
緯
三
八
度
二
四
分
五
二
秒
〇
三
八
六
東
経
一
四
一
度
二
四
分
一
八
秒
〇
〇
九
一
の
地
点

　
　
　

ヨ
点　

北
緯
三
八
度
二
四
分
五
一
秒
九
七
三
一
東
経
一
四
一
度
二
四
分
一
七
秒
一
八
八
九
の
地
点

　
　
　

タ
点　

北
緯
三
八
度
二
四
分
五
二
秒
〇
〇
二
四
東
経
一
四
一
度
二
四
分
一
六
秒
七
六
六
九
の
地
点

　
　
　

レ
点　

北
緯
三
八
度
二
四
分
五
一
秒
九
八
四
二
東
経
一
四
一
度
二
四
分
一
六
秒
三
五
九
三
の
地
点

　
　
　

注　

座
標
は
、
世
界
測
地
系
に
よ
る
。

　

３　

面　

積

　
　
　

二
九
〇
九
・
五
一
平
方
メ
ー
ト
ル

四　

免
許
の
年
月
日
及
び
番
号

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
日

　
　

宮
城
県
（
河
）
指
令
第
五
十
二
号

五　

公
有
水
面
埋
立
法
第
二
十
二
条
第
三
項
の
市
又
は
町

　
　

石
巻
市

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
三
十
八
号

　

公
有
水
面
埋
立
法
（
大
正
十
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
有
水
面
埋
立
て
に
つ

い
て
次
の
と
お
り
し
ゅ
ん
功
認
可
し
た
。

　
　

令
和
三
年
八
月
二
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

し
ゅ
ん
功
認
可
年
月
日

　
　

令
和
三
年
八
月
十
一
日

二　

し
ゅ
ん
功
認
可
を
受
け
た
者
の
名
称

　
　

石
巻
市

三　

埋
立
区
域

　

１　

位　

置

　
　
　

石
巻
市
渡
波
字
屋
敷
浜
六
番
二
に
隣
接
す
る
公
有
水
面

　

２　

区　

域

　
　

�　

次
に
掲
げ
る
イ
点
か
ら
⒡
点
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
⒡
点
か
ら
イ
点
を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

　
　

�　

基
点　

復
旧
・
復
興
補
助
基
準
点
二
Ｂ
〇
二
六　

北
緯
三
八
度
二
四
分
五
一
秒
東
経
一
四
一
度
二
四
分
一
八
秒

の
地
点

　
　
　

イ
点　

北
緯
三
八
度
二
四
分
五
一
秒
九
七
一
〇
東
経
一
四
一
度
二
四
分
一
六
秒
一
八
二
八
の
地
点

　
　
　

レ
点　

北
緯
三
八
度
二
四
分
五
一
秒
九
八
四
二
東
経
一
四
一
度
二
四
分
一
六
秒
三
五
九
三
の
地
点

　
　
　

タ
点　

北
緯
三
八
度
二
四
分
五
二
秒
〇
〇
二
四
東
経
一
四
一
度
二
四
分
一
六
秒
七
六
六
九
の
地
点
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ヨ
点　

北
緯
三
八
度
二
四
分
五
一
秒
九
七
三
一
東
経
一
四
一
度
二
四
分
一
七
秒
一
八
八
九
の
地
点

　
　
　

カ
点　

北
緯
三
八
度
二
四
分
五
二
秒
〇
三
八
六
東
経
一
四
一
度
二
四
分
一
八
秒
〇
〇
九
一
の
地
点

　
　
　

ワ
点　

北
緯
三
八
度
二
四
分
五
二
秒
〇
〇
〇
八
東
経
一
四
一
度
二
四
分
一
八
秒
八
四
一
九
の
地
点

　
　
　

ヲ
点　

北
緯
三
八
度
二
四
分
五
二
秒
二
一
八
二
東
経
一
四
一
度
二
四
分
一
九
秒
六
四
四
六
の
地
点

　
　
　

⒜
点　

北
緯
三
八
度
二
四
分
五
一
秒
九
九
五
三
東
経
一
四
一
度
二
四
分
一
九
秒
三
九
九
一
の
地
点

　
　
　

⒝
点　

北
緯
三
八
度
二
四
分
五
一
秒
六
五
七
六
東
経
一
四
一
度
二
四
分
一
八
秒
〇
五
〇
九
の
地
点

　
　
　

⒞
点　

北
緯
三
八
度
二
四
分
五
一
秒
四
七
七
四
東
経
一
四
一
度
二
四
分
一
七
秒
一
五
六
一
の
地
点

　
　
　

⒟
点　

北
緯
三
八
度
二
四
分
五
一
秒
三
二
〇
七
東
経
一
四
一
度
二
四
分
一
六
秒
九
五
四
七
の
地
点

　
　
　

⒠
点　

北
緯
三
八
度
二
四
分
五
一
秒
三
〇
八
一
東
経
一
四
一
度
二
四
分
一
六
秒
八
八
〇
二
の
地
点

　
　
　

⒡
点　

北
緯
三
八
度
二
四
分
五
一
秒
三
四
三
八
東
経
一
四
一
度
二
四
分
一
六
秒
三
八
七
一
の
地
点

　
　
　

注　

座
標
は
、
世
界
測
地
系
に
よ
る
。

　

３　

面　

積

　
　
　

九
四
七
・
二
六
平
方
メ
ー
ト
ル

四　

免
許
の
年
月
日
及
び
番
号

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
日

　
　

宮
城
県
（
河
）
指
令
第
五
十
三
号

五　

公
有
水
面
埋
立
法
第
二
十
二
条
第
三
項
の
市
又
は
町

　
　

石
巻
市

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
三
十
九
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
川
崎
町
土
地
改
良
区

が
行
う
土
地
改
良
事
業
（
維
持
管
理
事
業
）
計
画
の
変
更
を
令
和
三
年
八
月
六
日
認
可
し
た
。

　
　

令
和
三
年
八
月
二
十
日

�

宮
城
県
大
河
原
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　

�

所　

長　
　

齋　
　

藤　
　
　
　
　

巌　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
四
十
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
富
谷
北
部
土
地
改
良

区
が
行
う
土
地
改
良
事
業
（
維
持
管
理
）
計
画
の
変
更
を
令
和
三
年
八
月
十
一
日
認
可
し
た
。

　
　

令
和
三
年
八
月
二
十
日

�

宮
城
県
仙
台
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

所　

長　
　

冨　
　

田　
　

政　
　

則　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
四
十
一
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
登
米
吉
田
土
地
改
良

区
の
役
員
の
就
任
及
び
退
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
三
年
八
月
二
十
日

�

宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

所　

長　
　

小　
　

林　
　

一　
　

裕　
　
　

一　

就
任
し
た
者

就
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

令
和
三
年
八
月
八
日

加　

藤　

惣　

吉

登
米
市
登
米
町
大
字
日
根
牛
峯
畑
百
三
十

八
番
地

理　

事

令
和
三
年
八
月
八
日

島　

陰　

輝　

夫

登
米
市
米
山
町
字
桜
岡
大
又
二
百
八
十
九

番
地
六

理　

事

令
和
三
年
八
月
八
日

熊　

谷　
　
　

満

登
米
市
登
米
町
寺
池
前
舟
橋
九
十
二
番
地

理　

事

令
和
三
年
八
月
八
日

新　

田　

一　

久

登
米
市
米
山
町
字
善
王
寺
森
ノ
腰
百
八
番

地

理　

事

令
和
三
年
八
月
八
日

佐　

藤　

善　

見

登
米
市
米
山
町
字
桜
岡
畑
崎
七
番
地
五

理　

事

令
和
三
年
八
月
八
日

浅　

井　

啓　

基

登
米
市
米
山
町
字
地
蔵
川
五
十
番
地

理　

事

令
和
三
年
八
月
八
日

高　

橋　

金　

也

登
米
市
登
米
町
寺
池
渋
江
四
十
六
番
地

理　

事

令
和
三
年
八
月
八
日

渡　

辺　

幸　

之

登
米
市
登
米
町
寺
池
鉄
砲
町
七
十
三
番
地

理　

事

令
和
三
年
八
月
八
日

後　

藤　

則　

彦

登
米
市
登
米
町
小
島
木
戸
崎
四
十
五
番
地

理　

事

令
和
三
年
八
月
八
日

櫻　

井　

利　

光

登
米
市
米
山
町
字
桜
岡
山
下
九
十
二
番
地

理　

事

二　

退
任
し
た
者

退
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

令
和
三
年
八
月
七
日

加　

藤　

惣　

吉

登
米
市
登
米
町
大
字
日
根
牛
峯
畑
百
三
十

八
番
地

理　

事

令
和
三
年
八
月
七
日

島　

陰　

輝　

夫

登
米
市
米
山
町
字
桜
岡
大
又
二
百
八
十
九

番
地
六

理　

事

令
和
三
年
八
月
七
日

熊　

谷　
　
　

満

登
米
市
登
米
町
寺
池
前
舟
橋
九
十
二
番
地

理　

事
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令
和
三
年
八
月
七
日

新　

田　

一　

久

登
米
市
米
山
町
字
善
王
寺
森
ノ
腰
百
八
番

地

理　

事

令
和
三
年
八
月
七
日

須　

藤　

國　

実

登
米
市
登
米
町
小
島
西
針
田
七
十
五
番
地

理　

事

令
和
三
年
八
月
七
日

佐　

藤　

善　

見

登
米
市
米
山
町
字
桜
岡
畑
崎
七
番
地
五

理　

事

令
和
三
年
八
月
七
日

浅　

井　

啓　

基

登
米
市
米
山
町
字
地
蔵
川
五
十
番
地

理　

事

令
和
三
年
八
月
七
日

高　

橋　

金　

也

登
米
市
登
米
町
寺
池
渋
江
四
十
六
番
地

理　

事

令
和
三
年
八
月
七
日

及　

川　

孝　

男

登
米
市
米
山
町
字
桜
岡
下
古
土
手
九
十
九

番
地

理　

事

令
和
三
年
八
月
七
日

渡　

辺　

幸　

之

登
米
市
登
米
町
寺
池
鉄
砲
町
七
十
三
番
地

理　

事

公

告

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

令
和
三
年
八
月
二
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

名
取
市
田
高
字
原
四
番
十
の
一
部

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

山
形
市
南
原
町
一
丁
目
二
十
二
番
十
四
号　

ム
ー
ン
リ

ジ
ェ
ー
ル　

一
〇
三
号

�

渡
辺　

光　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

�

　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

令
和
三
年
八
月
二
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

名
取
市
植
松
四
丁
目
五
百
八
十
六
番
二
、
五
百
三
十
七

番
三
、
五
百
三
十
七
番
二
、
五
百
三
十
七
番
一
の
一
部

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

名
取
市
杜
せ
き
の
し
た
一
丁
目
四
番
六
号

�

株
式
会
社
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ン　
　

　
　
　
　

�

　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

令
和
三
年
八
月
二
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

多
賀
城
市
南
宮
字
庚
申
二
百
二
十
八
番
の
一
部
、
二
百

二
十
九
番
二
、
二
百
三
十
番
、
二
百
三
十
一
番
、
二
百
九

十
五
番
一
、
二
百
九
十
八
番
、
二
百
九
十
九
番
、
三
百
番
、

三
百
一
番

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
一
丁
目
五
番
三
十
一
号

�

株
式
会
社
ホ
ッ
ト
ハ
ウ
ス　
　
　

　
　
　
　

�

　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

令
和
三
年
八
月
二
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

宮
城
郡
利
府
町
澤
乙
字
館
ヶ
沢
十
一
番
一
、
十
四
番
、

五
十
三
番
一
、
五
十
六
番
二
、
六
十
八
番
、
十
四
番
地
先

の
水
の
一
部
、
五
十
三
番
一
地
先
の
道
の
一
部

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

仙
台
市
青
葉
区
五
橋
二
丁
目
一
番
十
三
号

�

学
校
法
人　

東
北
外
語
学
園　
　

　
　
　
　

�

　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

令
和
三
年
八
月
二
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字
沢
田
二
十
九
番
二

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

仙
台
市
泉
区
泉
中
央
三
丁
目
三
十
四
番
地
の
七　

セ
ン

ト
レ
ア
カ
マ
Ⅶ－

二
〇
一
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�

髙
橋　

達
弥　
　
　
　
　
　
　
　

企

業

局

〇
宮
城
県
企
業
局
管
理
規
程
第
十
四
号

　

企
業
局
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
三
年
八
月
二
十
日

�

宮
城
県
公
営
企
業
管
理
者　
　

櫻　
　

井　
　

雅　
　

之　
　
　

　
　
　
企
業
局
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程

　

企
業
局
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
管
理
規
程
（
平
成
十
七
年
宮
城
県
企
業
局
管
理

規
程
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
　
企
業
局
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
管
理
規
程

　

本
則
中
「
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）、」
を

削
り
、「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
条
例
」
を
「
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政

の
推
進
等
に
関
す
る
条
例
」
に
改
め
、「
法
令
（
法
律
及
び
法
律
に
基
づ
く
命
令
（
告
示
を
含
む
。）
を
い
う
。）
又
は
」

を
削
り
、「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規
則
」
を
「
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行

政
の
推
進
等
に
関
す
る
規
則
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
管
理
規
程
は
、
令
和
三
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
城
県
企
業
局
告
示
第
一
号

　

行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
告
示
（
平
成
十

七
年
宮
城
県
企
業
局
告
示
第
二
号
）
を
廃
止
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
三
年
八
月
二
十
日

�

宮
城
県
公
営
企
業
管
理
者　
　

櫻　
　

井　
　

雅　
　

之　
　
　

　
　
　�

行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
告
示
を
廃

止
す
る
告
示

　

行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
告
示
（
平
成
十

七
年
宮
城
県
企
業
局
告
示
第
二
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
告
示
は
、
令
和
三
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会

　

人
事
委
員
会
規
則
二
―
八
（
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
八
月
二
十
日

�

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

千　
　

葉　
　

裕　
　

一　
　
　

〇
人
事
委
員
会
規
則
二
―
八
―
二

　
　
　�

人
事
委
員
会
規
則
二
―
八
（
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

　

人
事
委
員
会
は
、
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
七
年
宮
城
県
条
例
第

二
十
八
号
）
に
基
づ
き
、
人
事
委
員
会
規
則
二
―
八
（
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規

則
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
　
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
規
則

　

「
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）、
行
政
手
続

等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
条
例
」
を
「
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る

条
例
」
に
改
め
、「
法
令
（
法
律
及
び
法
律
に
基
づ
く
命
令
（
告
示
を
含
む
。）
を
い
う
。）
又
は
」
を
削
り
、「
行
政
手

続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規
則
」
を
「
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す

る
規
則
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

�

　
　
　
　

　

人
事
委
員
会
規
則
八
―
五
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
八
月
二
十
日

�

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

千　
　

葉　
　

裕　
　

一　
　
　

〇
人
事
委
員
会
規
則
八
―
五
―
四
十
五

　
　
　
人
事
委
員
会
規
則
八
―
五
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

人
事
委
員
会
は
、
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
宮
城
県
条
例
第
七
号
）
に
基
づ
き
、
人
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事
委
員
会
規
則
八
―
五
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

　

（
令
和
三
年
に
お
け
る
第
二
十
二
条
第
一
項
第
二
十
四
号
に
規
定
す
る
特
別
休
暇
の
特
例
）

７�　

令
和
三
年
に
お
け
る
第
二
十
二
条
第
一
項
第
二
十
四
号
に
規
定
す
る
特
別
休
暇
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
（
病
原
体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
令
和
二
年
一
月
に
、
中
華
人
民
共
和
国

か
ら
世
界
保
健
機
関
に
対
し
て
、
人
に
伝
染
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
が
新
た
に
報
告
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。）
で

あ
る
感
染
症
を
い
う
。）
に
関
す
る
業
務
等
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、
当
該
職
員
が
期
間
内
に
こ
の
特
別
休
暇

を
取
得
で
き
な
い
と
任
命
権
者
が
認
め
る
場
合
に
は
、
同
号
中
「
九
月
」
と
あ
る
の
は
「
十
月
」
と
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

�

　
　
　
　

　

人
事
委
員
会
規
則
八
―
六
（
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
八
月
二
十
日

�

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

千　
　

葉　
　

裕　
　

一　
　
　

〇
人
事
委
員
会
規
則
八
―
六
―
四
十
二

　
　
　
人
事
委
員
会
規
則
八
―
六
（
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

人
事
委
員
会
は
、
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
宮
城
県
条
例
第
八
号
）
に
基
づ
き
、

人
事
委
員
会
規
則
八
―
六
（
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

　

（
令
和
三
年
に
お
け
る
第
二
十
条
第
一
項
第
二
十
四
号
に
規
定
す
る
特
別
休
暇
の
特
例
）

７�　

令
和
三
年
に
お
け
る
第
二
十
条
第
一
項
第
二
十
四
号
に
規
定
す
る
特
別
休
暇
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
（
病
原
体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
令
和
二
年
一
月
に
、
中
華
人
民
共
和
国
か

ら
世
界
保
健
機
関
に
対
し
て
、
人
に
伝
染
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
が
新
た
に
報
告
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。）
で
あ

る
感
染
症
を
い
う
。）
に
関
す
る
業
務
等
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、
当
該
職
員
が
期
間
内
に
こ
の
特
別
休
暇
を

取
得
で
き
な
い
と
任
命
権
者
が
認
め
る
場
合
に
は
、
同
号
中
「
九
月
」
と
あ
る
の
は
「
十
月
」
と
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

�

　
　
　
　

〇
人
事
委
員
会
告
示
第
五
号

　

行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
告
示
を
廃
止
す

る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
三
年
八
月
二
十
日

�

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

千　
　

葉　
　

裕　
　

一　
　
　

　
　
　�

行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
告
示
を
廃

止
す
る
告
示

　

行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
告
示
（
平
成
十

七
年
五
月
二
日
宮
城
県
人
事
委
員
会
告
示
第
六
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
告
示
は
、
令
和
三
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

監
査
委
員

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
16号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号
）
第
199条

第
９
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
し
た
定
期
監
査
結
果
に
つ
い
て
，

宮
城
県
知
事
か
ら
同
条
第
14項
の
規
定
に
よ
り
下
記
の
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
，
同
項
の
規
定
に
よ

り
公
表
す
る
。

　
　
令
和
３
年
８
月
20日

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
本
　
　
木
　
　
忠
　
　
一
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
太
　
　
田
　
　
稔
　
　
郎
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
成
　
　
田
　
　
由
加
里
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
吉
　
　
田
　
　
　
　
　
計
　
　
　

記

１
　
監
査
委
員
の
報
告
日

　
　
令
和
３
年
３
月
26日

２
　
通
知
の
あ
っ
た
日

　
　
令
和
３
年
５
月
28日

３
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
及
び
措
置
の
内
容

　
⑴
　
管
財
課

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
公
有
財
産
の
取
得
手
続
き
に
お
い
て
，
不
適
切
な
事
務
処
理
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
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に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
�　
名
取
支
援
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
待
機
場
用
と
し
て
取
得
し
た
土
地
に
つ
い
て
，
土
地
取
得
の
登
録
を

行
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
。
ま
た
，
地
権
者
と
土
地
売
買
契
約
を
締
結
し
，
登
記
を
行
っ
た
の
ち
，
教
育
庁

に
公
有
財
産
管
理
換
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
。

　
　
　
　
　
・
件
数
　
１
件

　
　
　
　
　
・
価
額
　
39,424,674円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
�　
財
産
の
取
得
に
関
す
る
事
務
処
理
フ
ロ
ー
に
沿
っ
た
チ
ェ
ッ
ク
表
を
作
成
し
，
事
務
処
理
の
漏
れ
を
防
止
す

る
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
�　
当
該
チ
ェ
ッ
ク
表
に
基
づ
き
，
管
財
課
で
他
部
局
か
ら
依
頼
を
受
け
公
有
財
産
を
取
得
し
た
際
に
は
，
速
や

か
に
公
有
財
産
台
帳
登
録
及
び
管
理
換
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

　
⑵
　
管
財
課

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
財
産
現
在
高
明
細
書
に
お
い
て
，
不
適
切
な
事
務
管
理
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対

策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
�　
各
所
属
か
ら
管
財
課
へ
の
公
有
財
産
の
取
得
報
告
書
等
の
提
出
遅
れ
や
，
営
繕
課
等
に
工
事
を
執
行
委
任

し
た
場
合
の
所
属
へ
の
引
継
目
録
書
の
提
供
の
遅
れ
な
ど
に
よ
り
，
取
得
し
た
財
産
が
財
産
現
在
高
明
細
書

へ
適
切
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
も
の
。

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
�　
各
所
属
に
対
し
，
令
和
２
年
度
分
の
取
得
報
告
・
異
動
報
告
を
４
月
上
旬
ま
で
提
出
す
る
旨
を
令
和
３
年
３

月
17日
付
け
で
全
庁
に
通
知
し
て
い
る
。

　
　
　
�　
な
お
，
令
和
２
年
度
と
同
様
，
令
和
３
年
度
も
年
度
内
に
公
有
財
産
の
取
得
（
異
動
）
が
あ
っ
た
場
合
は
取

得
・
異
動
時
期
に
応
じ
た
期
限
内
に
公
有
財
産
取
得
報
告
・
異
動
報
告
を
提
出
す
る
旨
，
令
和
３
年
10月
に
通

知
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
�　
ま
た
，
工
事
を
執
行
委
任
し
，
完
成
が
年
度
末
で
あ
る
た
め
引
継
目
録
書
の
提
供
が
遅
れ
る
場
合
に
つ
い
て

は
，
引
継
目
録
書
提
供
前
に
仮
登
録
し
後
に
価
格
を
修
正
す
る
等
，
適
切
な
方
策
に
つ
い
て
検
討
し
，
令
和
３

年
度
中
に
適
用
す
る
。

　
　
　
�　
な
お
，
令
和
５
年
度
に
稼
働
す
る
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
，
公
有
財
産
台
帳
と
固
定
資
産
台
帳
が
連

動
し
た
場
合
，
台
帳
価
格
の
修
正
に
よ
る
減
価
償
却
等
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
，
今
後
関
係
課
と

調
整
し
な
が
ら
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

　
⑶
　
仙
台
南
県
税
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適

切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
令
和
元
年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
�

107,945,959円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
�

193,570,207円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
�

301,516,166円

�　
　
　
　
・
平
成
30年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
�

113,344,837円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
�

194,359,382円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
�

307,704,219円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
�　
県
税
滞
納
額
縮
減
対
策
３
か
年
計
画
（
平
成
31年
３
月
策
定
），
令
和
２
年
度
県
税
事
務
運
営
及
び
令
和
２

年
度
県
税
事
務
実
施
計
画
に
基
づ
き
，
収
入
未
済
額
の
縮
減
と
税
収
確
保
に
努
め
た
。

　
　
　
�　
個
人
県
民
税
に
つ
い
て
は
，
仙
台
南
住
民
税
徴
収
確
保
対
策
会
議
や
徴
収
担
当
職
員
研
修
を
開
催
し
，
管
内

２
市
２
町
と
の
連
携
強
化
を
図
る
と
と
も
に
，
徴
収
ス
キ
ル
の
向
上
に
努
め
た
。

　
　
　
�　
ま
た
，
当
所
職
員
を
市
町
職
員
に
併
任
発
令
し
た
ほ
か
，
県
税
還
付
金
の
情
報
提
供
な
ど
に
よ
り
，
各
市
町

の
実
情
に
応
じ
た
徴
収
支
援
対
策
を
行
い
，
収
入
未
済
額
の
縮
減
に
務
め
た
。

　
　
　
�　
個
人
県
民
税
以
外
の
税
目
に
つ
い
て
は
，
適
切
な
時
期
の
催
告
や
納
税
指
導
員
の
訪
宅
に
よ
る
納
税
勧
奨
を

実
施
す
る
と
と
も
に
，
財
産
調
査
の
早
期
着
手
，
預
貯
金
や
給
与
等
を
主
体
と
し
た
差
押
を
行
う
な
ど
，
効
率

的
な
滞
納
整
理
に
務
め
た
。

　
⑷
　
仙
台
中
央
県
税
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適
切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ

た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
令
和
元
年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
�

589,025,667円
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過
年
度
分
�

664,034,191円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
�
1,253,059,858円

　
　
　
　
・
平
成
30年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
�

466,898,595円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
�

729,840,562円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
�
1,196,739,157円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
�　
県
税
滞
納
額
縮
減
対
策
３
か
年
計
画
（
平
成
31年
３
月
策
定
），
令
和
２
年
度
県
税
事
務
運
営
及
び
令
和
２

年
度
県
税
事
務
実
施
計
画
に
基
づ
き
，
納
期
内
納
税
を
広
報
す
る
と
と
も
に
，
滞
納
が
発
生
し
た
場
合
に
は
早

期
の
折
衝
・
財
産
調
査
を
行
っ
た
ほ
か
，
納
税
資
力
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
滞
納
し
て
い
る
者
に
対
し
て
は
，

換
価
・
取
立
が
容
易
な
預
金
・
給
与
等
の
債
権
を
中
心
に
積
極
的
に
差
押
（
計
202件

）
を
行
う
な
ど
，
組
織

的
・
集
中
的
に
滞
納
整
理
を
行
っ
た
（
換
価
・
取
立
　
計
150件

，
5,513千

円
）。

　
　
　
�　
ま
た
，
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
減
収
と
な
っ
た
納
税
者
に
対
し
て
は
，
徴
収
猶
予
の

特
例
な
ど
の
徴
収
緩
和
制
度
を
適
切
に
適
用
し
た
。

　
　
　
�　
さ
ら
に
，
収
入
未
済
額
の
多
く
を
占
め
る
個
人
県
民
税
に
つ
い
て
は
，
賦
課
徴
収
を
行
っ
て
い
る
仙
台
市
と

の
間
で
住
民
税
徴
収
対
策
会
議
を
開
催
し
情
報
共
有
を
図
っ
た
ほ
か
，
県
税
還
付
金
の
情
報
提
供
（
計
4,476

件
），
車
両
保
有
状
況
調
査
支
援
（
計
35件
）
を
行
う
な
ど
，
徴
収
支
援
対
策
に
取
り
組
み
，
税
収
の
確
保
と

収
入
未
済
額
の
縮
減
に
努
め
た
。

　
　
　
�　
今
後
と
も
仙
台
市
と
連
携
強
化
を
図
る
と
と
も
に
，
こ
れ
ま
で
の
対
策
を
一
層
強
化
し
収
入
未
済
額
の
縮
減

に
努
め
る
。

　
⑸
　
仙
台
北
県
税
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適
切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ

た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
令
和
元
年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
�

167,549,020円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
�

146,794,618円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
�

314,343,638円

　
　
　
　
・
平
成
30年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
�

138,255,982円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
�

141,495,278円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
�

279,751,260円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
�　
平
成
31年
３
月
に
策
定
し
た
「
県
税
滞
納
額
縮
減
対
策
３
か
年
計
画
」，「
令
和
２
年
度
県
税
事
務
運
営
」
及

び
「
令
和
２
年
度
事
務
実
施
計
画
」
に
基
づ
き
，
次
の
と
お
り
収
入
未
済
額
の
縮
減
と
税
収
確
保
に
努
め
た
。

　
　
　
�　
個
人
県
民
税
に
つ
い
て
は
，
職
員
の
併
任
を
受
け
て
管
内
市
町
村
と
協
働
で
滞
納
整
理
等
を
行
う
実
働
組
織

で
あ
る
「
チ
ー
ム
Ｔ
.Ｏ
.Ｔ
.Ｏ
」
の
活
動
と
し
て
55件
の
滞
納
整
理
を
実
施
し
，
滞
納
額
の
一
層
の
縮
減
に
努

め
た
。
そ
の
ほ
か
，
自
動
車
税
等
の
還
付
金
の
差
押
23件

や
共
同
催
告
299件

，
研
修
会
の
開
催
な
ど
市
町
村

支
援
の
た
め
の
各
種
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。

　
　
　
�　
個
人
県
民
税
以
外
の
税
目
に
つ
い
て
は
，
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
訪
宅
や
預
金

調
査
な
ど
に
制
約
を
受
け
な
が
ら
も
可
能
な
限
り
早
期
に
実
施
す
る
と
と
も
に
，
差
押
を
中
心
と
し
た
滞
納
処

分
を
徹
底
し
，
収
入
の
確
保
と
収
入
未
済
額
の
縮
減
に
努
め
た
。

　
　
　
�　
一
方
，
担
税
力
が
な
く
，
差
押
可
能
財
産
も
な
い
納
税
者
に
は
，
処
分
停
止
等
を
行
う
な
ど
適
切
な
債
権
管

理
に
努
め
た
。

　
　
　
�　
ま
た
，
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
経
済
状
況
の
悪
化
が
顕
著
な
ケ
ー
ス
で
は
，
個
々
の
事
情
に
応
じ
て
特
例
の
徴

収
猶
予
や
換
価
の
猶
予
制
度
を
案
内
す
る
な
ど
，
生
活
困
窮
者
な
ど
へ
の
配
慮
に
努
め
た
。

　
⑹
　
東
部
県
税
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適

切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
令
和
元
年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
�

101,804,884円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
�

147,750,047円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
�

249,554,931円

　
　
　
　
・
平
成
30年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
�

103,410,335円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
�

161,540,573円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
�

264,950,908円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
�　
収
入
未
済
額
の
縮
減
は
事
務
所
の
重
要
課
題
で
あ
り
，
毎
年
「
県
税
滞
納
額
縮
減
対
策
３
か
年
計
画
」
及
び
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「
県
税
事
務
運
営
」
を
基
準
に
事
務
所
の
「
県
税
滞
納
額
縮
減
対
策
目
標
・
事
業
計
画
」
を
策
定
し
，
縮
減
目

標
の
達
成
に
向
け
て
徴
収
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　
�　
個
人
県
民
税
に
つ
い
て
は
，
市
町
の
徴
収
努
力
に
よ
り
年
々
着
実
に
縮
減
が
図
ら
れ
て
お
り
，
事
務
所
に
よ

る
徴
収
対
策
と
し
て
は
，
市
町
職
員
の
滞
納
整
理
技
法
の
向
上
支
援
と
し
て
，
市
町
が
必
要
と
す
る
テ
ー
マ
で

の
滞
納
処
分
研
修
会
の
開
催
や
事
務
所
と
市
町
連
名
に
よ
る
共
同
催
告
，
市
町
税
滞
納
額
に
充
当
す
る
た
め
の

県
税
還
付
金
の
差
押
支
援
等
を
毎
年
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　
�　
個
人
県
民
税
以
外
の
一
般
税
目
に
つ
い
て
は
，
計
画
的
に
財
産
調
査
を
行
い
，
催
告
に
よ
り
自
主
納
付
を
促

す
も
反
応
・
納
付
が
な
い
滞
納
者
に
対
し
て
は
，
比
較
的
換
価
の
容
易
な
預
貯
金
，
生
命
保
険
等
の
債
権
を
中

心
と
し
た
差
押
を
積
極
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
，
各
種
調
査
の
結
果
に
よ
り
担
税
力
を
見
極
め
，
資
力
の
な

い
滞
納
者
に
対
し
て
は
，
地
方
税
法
に
基
づ
く
納
税
の
緩
和
措
置
（
徴
収
の
猶
予
，
換
価
の
猶
予
及
び
滞
納
処

分
の
停
止
）
を
講
じ
る
な
ど
，
個
々
の
状
況
に
応
じ
た
滞
納
整
理
を
実
施
し
て
い
る
。
特
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
納
付
が
困
難
な
納
税
者
に
対
し
て
は
，
納
税
の
緩
和
措
置
を
適
用
す
る
な
ど
，
納

税
者
の
置
か
れ
た
状
況
に
配
慮
し
た
適
切
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
�　
ま
た
，
２
月
と
３
月
は
滞
納
繰
越
分
，
４
月
と
５
月
は
現
年
度
分
を
対
象
に
事
務
所
独
自
の
集
中
滞
納
整
理

強
化
月
間
を
設
定
し
，
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
滞
納
整
理
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
⑺
　
東
部
県
税
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適

切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
令
和
元
年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
�

34,343,107円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
�

69,816,421円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
�

104,159,528円

　
　
　
　
・
平
成
30年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
�

35,783,598円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
�

79,215,621円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
�

114,999,219円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
�　
個
人
県
民
税
に
つ
い
て
は
，
収
入
未
済
額
の
縮
減
に
向
け
た
登
米
市
と
の
情
報
・
意
見
交
換
等
に
よ
る
連
携

強
化
を
図
る
と
と
も
に
，
宮
城
一
斉
滞
納
整
理
強
化
月
間
で
は
，
登
米
市
と
の
連
名
に
よ
る
共
同
催
告
を
実
施

し
た
。
さ
ら
に
，
東
部
県
税
事
務
所
と
の
共
催
に
よ
る
住
民
税
徴
収
対
策
会
議
を
開
催
し
，
徴
収
技
法
の
向
上

を
図
る
滞
納
処
分
研
修
会
を
実
施
し
た
。
こ
の
ほ
か
，
県
税
還
付
金
差
押
支
援
の
実
施
な
ど
登
米
市
に
対
す
る

支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。

　
　
　
�　
個
人
県
民
税
以
外
の
税
目
に
つ
い
て
は
，
分
納
誓
約
等
の
進
行
管
理
の
徹
底
，
大
口
滞
納
者
等
の
事
案
検
討

を
適
時
実
施
し
，
滞
納
整
理
方
針
を
明
確
に
し
た
。
滞
納
整
理
に
当
た
っ
て
は
，
滞
納
者
の
財
産
調
査
を
実
施

（
456件

）
し
，
預
貯
金
・
給
与
・
生
命
保
険
等
の
債
権
を
主
体
に
差
押
及
び
取
立
を
行
っ
た
。
財
産
調
査
の

結
果
，
資
力
の
な
い
滞
納
者
に
つ
い
て
は
，
滞
納
処
分
の
停
止
を
適
用
す
る
な
ど
適
切
な
債
権
管
理
に
努
め
た
。

　
⑻
　
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
社
会
保
険
料
に
お
い
て
，
支
払
遅
延
に
よ
る
延
滞
金
の
発
生
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う

に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
件
数
　
　
２
件

　
　
　
　
・
金
額
　
　
1,598,275円

　
　
　
　
・
延
滞
金
　
　
�12,200円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
�　
本
事
案
は
，
令
和
元
年
12月
分
及
び
令
和
２
年
３
月
分
の
社
会
保
険
料
に
つ
い
て
，
年
金
事
務
所
か
ら
の
請

求
額
と
当
所
納
付
予
定
額
と
に
相
違
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
，
そ
の
内
容
の
精
査
に
時
間
を
要
し
，
結
果
，
令
和

２
年
５
月
に
遅
延
し
て
支
払
っ
た
こ
と
に
よ
り
，
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
当
該
延
滞
金
に
つ
い
て
は
，
年
金
事
務
所
が
発
行
す
る
納
入
告
知
書
に
従
い
納
付
し
た
。

　
　
　
�　
本
事
案
に
つ
い
て
は
，
適
期
に
行
わ
れ
る
べ
き
事
務
に
対
す
る
進
行
管
理
の
不
徹
底
に
よ
り
生
じ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
及
び
県
に
不
要
な
支
払
金
が
生
じ
た
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
，
改
め
て
担
当
及
び
管
理
側
に
お
い

て
，
会
計
処
理
カ
レ
ン
ダ
ー
を
活
用
し
た
進
行
管
理
の
徹
底
を
行
い
，
再
発
防
止
を
図
っ
て
い
る
。

　
⑼
　
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
歳
入
歳
出
外
現
金
に
お
い
て
，
払
出
が
行
わ
れ
て
い
な
い
も
の
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ

う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
　
再
任
用
職
員
に
係
る
社
会
保
険
料
に
つ
い
て
，
払
出
が
行
わ
れ
て
い
な
い
も
の
。

　
　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
20件

　
　
　
　
　
・
未
払
出
額
　
169,562円
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ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
�　
本
事
案
は
，
当
所
に
お
け
る
再
任
用
職
員
に
係
る
社
会
保
険
料
の
必
要
手
続
き
を
過
年
度
か
ら
失
念
し
て
い

た
こ
と
に
よ
り
，
歳
入
歳
出
外
現
金
に
滞
留
金
が
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
�　
年
金
事
務
所
に
対
す
る
未
手
続
き
の
処
理
は
完
了
し
，
当
所
と
年
金
事
務
所
と
の
間
に
お
け
る
手
続
き
は
完

了
し
て
い
る
。

　
　
　
�　
今
後
，
令
和
３
年
度
上
半
期
終
了
ま
で
に
，
過
年
度
に
係
る
関
係
職
員
の
適
正
な
社
会
保
険
料
を
確
認
の
上
，

還
付
を
行
う
こ
と
に
よ
り
歳
入
歳
出
外
現
金
の
払
出
し
を
完
了
さ
せ
る
も
の
と
し
て
い
る
。

　
　
　
�　
本
事
案
に
つ
い
て
は
，
適
期
に
行
わ
れ
る
べ
き
事
務
に
対
す
る
進
行
管
理
の
不
徹
底
に
よ
り
生
じ
，
か
つ
，

随
時
の
事
後
確
認
不
足
に
よ
り
問
題
が
複
雑
化
し
た
こ
と
か
ら
，
改
め
て
，
担
当
及
び
管
理
側
に
お
い
て
，
会

計
処
理
カ
レ
ン
ダ
ー
を
活
用
し
た
進
行
管
理
の
徹
底
に
よ
り
再
発
防
止
を
図
る
と
と
も
に
，
定
期
的
に
歳
入
歳

出
外
現
金
の
残
額
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
，
再
発
防
止
を
図
っ
て
い
る
。

　
⑽
　
気
仙
沼
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
過
誤
払
返
納
金
（
生
活
保
護
費
返
還
金
）
に
お
い
て
，
不
適
切
な
取
扱
い
が
あ
っ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な

い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
�　
平
成
30年
度
に
発
生
し
た
被
保
護
者
の
死
亡
に
よ
る
保
護
費
の
返
還
金
に
つ
い
て
，
債
務
者
で
あ
る
相
続

人
が
相
続
放
棄
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
債
権
が
存
在
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
，
令
和
元
年
度
に
調
定
を

行
っ
た
も
の
。

　
　
　
　
　
・
件
数
　
　
１
件

　
　
　
　
　
・
調
定
額
　
72,310円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
�　
発
生
原
因
は
，
債
権
が
既
に
存
在
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
，
事
務
処
理
の
遅
れ
と
相
続
人
が
相
続
放

棄
を
し
て
も
債
権
は
残
る
も
の
と
の
誤
っ
た
認
識
に
よ
り
調
定
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
当
案
件
は
，
令
和
３
年
３
月
22日
付
け
で
72,310円

を
減
額
す
る
変
更
調
定
決
議
を
行
っ
た
。

　
　
　
�　
今
後
は
，
改
め
て
，
事
務
処
理
の
際
の
根
拠
法
令
を
確
認
し
，
適
切
な
事
務
処
理
と
再
発
防
止
に
努
め
て
い

く
。

　
⑾
　
住
宅
課

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
県
営
住
宅
敷
金
及
び
駐
車
場
保
証
金
の
管
理
に
お
い
て
，
不
適
切
な
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再

発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
１
　
歳
入
歳
出
外
現
金
で
管
理
し
て
い
る
保
有
金
額
と
帳
簿
残
高
の
不
一
致
が
認
め
ら
れ
た
も
の
。

　
　
　
　
　
・
県
営
住
宅
敷
金

　
　
　
　
　
　
　
保
有
額
�

485,623,422円

　
　
　
　
　
　
　
帳
簿
残
高
�

483,160,120円

　
　
　
　
　
　
　
差
　
　
額
�

2,463,302円

　
　
　
　
　
・
駐
車
場
保
証
金

　
　
　
　
　
　
　
保
有
額
�

51,524,360円

　
　
　
　
　
　
　
帳
簿
残
高
�

49,137,900円

　
　
　
　
　
　
　
差
　
　
額
�

2,386,460円

　
　
　
　
２
�　
県
営
住
宅
敷
金
及
び
駐
車
場
保
証
金
の
管
理
に
つ
い
て
，
そ
れ
ぞ
れ
の
保
有
金
額
と
実
際
の
入
居
者
数

及
び
使
用
者
数
と
の
確
認
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
。

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
１
�　
敷
金
等
に
つ
い
て
，
返
還
請
求
権
の
対
象
と
な
る
平
成
27年
度
か
ら
令
和
元
年
度
ま
で
の
５
年
間
分
を
調

査
し
た
と
こ
ろ
，
差
額
が
同
額
の
ま
ま
推
移
し
て
お
り
，
受
入
れ
，
払
出
し
事
務
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　
　
　
２
�　
入
居
者
及
び
駐
車
場
使
用
者
に
係
る
令
和
２
年
度
末
の
預
り
金
帳
簿
残
高
と
請
書
等
の
紙
書
類
と
の
突
き

合
わ
せ
を
行
い
，
保
有
金
額
と
の
差
額
を
確
認
し
て
当
該
差
額
を
歳
入
歳
出
外
現
金
か
ら
雑
入
等
に
振
替
処

理
を
行
う
。

　
　
　
　
�　
な
お
，
今
後
の
毎
月
の
受
入
れ
，
払
出
し
に
つ
い
て
は
，
件
数
と
金
額
の
確
認
に
加
え
，
個
別
名
簿
と
の

照
合
を
行
う
と
と
も
に
，
毎
年
度
末
に
は
預
り
金
帳
簿
残
高
と
保
有
金
額
を
照
合
し
，
複
数
人
で
の
多
重

チ
ェ
ッ
ク
に
よ
る
組
織
的
な
業
務
点
検
を
行
う
。

　
⑿
　
仙
台
土
木
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
公
有
財
産
の
使
用
許
可
に
係
る
使
用
料
に
お
い
て
，
調
定
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ

う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
�　
平
成
31年
４
月
１
日
に
調
定
す
べ
き
電
柱
敷
地
使
用
料
に
つ
い
て
，
令
和
２
年
１
月
６
日
に
調
定
し
た
も

の
。

　
　
　
　
　
・
件
数
　
２
件

　
　
　
　
　
・
金
額
　
4,500円
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ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
�　
本
事
案
は
，
担
当
者
の
事
務
処
理
の
失
念
，
職
場
内
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
及
び
相
互
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
不

徹
底
に
よ
る
，
複
数
年
の
公
有
財
産
使
用
許
可
に
係
る
使
用
料
の
調
定
遅
延
で
あ
る
。

　
　
　
�　
許
可
初
年
度
以
降
は
，
そ
の
年
度
の
使
用
料
を
年
度
当
初
に
調
定
す
る
事
務
処
理
の
み
と
な
る
た
め
，
再
発

防
止
策
と
し
て
，
当
該
事
務
処
理
を
失
念
し
な
い
よ
う
引
継
ぎ
を
徹
底
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
�　
ま
た
，
当
該
事
務
処
理
を
管
理
職
及
び
班
員
全
員
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
職
員
ポ
ー
タ
ル
）
に
登
録
し
て
，
職

員
間
で
情
報
を
共
有
し
相
互
チ
ェ
ッ
ク
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
，
職
場
会
議
等
で
の
注
意
喚
起
や
相
談
・
報
告

し
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
を
行
い
再
発
防
止
に
努
め
る
。

　
⒀
　
東
部
土
木
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
河
川
敷
土
地
占
用
料
に
係
る
延
滞
金
に
お
い
て
，
不
適
切
な
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な

い
よ
う
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
�　
平
成
30年
度
分
の
延
滞
金
に
つ
い
て
，
河
川
敷
土
地
占
用
料
の
収
入
遅
延
に
対
し
督
促
を
行
わ
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
り
，
徴
収
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
。

　
　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
１
件

　
　
　
　
　
・
調
定
金
額
　
44,710円

　
　
　
　
　
・
延
滞
金
額
　
�1,300円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
�　
発
生
原
因
と
し
て
，
分
割
納
付
に
関
す
る
知
識
の
欠
如
，
財
務
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム
へ
の
入
力
誤
り
，
完
納

後
の
延
滞
金
の
期
間
計
算
誤
り
，
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
不
備
が
判
明
し
た
こ
と
か
ら
，
再
発
防
止
策
と
し
て
，
担

当
者
が
変
わ
っ
て
も
情
報
が
確
実
に
引
き
継
が
れ
る
よ
う
，
分
割
納
付
・
調
定
に
係
る
根
拠
法
令
や
通
知
等
，

計
算
方
法
，
財
務
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム
の
ハ
ー
ド
コ
ピ
ー
等
を
整
理
し
，
後
任
の
担
当
者
へ
の
引
継
事
項
と
し

た
ほ
か
，
延
滞
金
計
算
書
に
つ
い
て
，
分
納
事
例
に
も
対
応
す
る
よ
う
様
式
を
改
め
た
。

　
　
　
�　
ま
た
，
決
裁
ル
ー
ト
に
お
い
て
，
関
係
法
令
等
の
確
認
を
十
分
行
う
と
と
も
に
，
起
案
書
に
は
，
納
入
状
況

や
延
滞
金
計
算
書
だ
け
で
な
く
，
督
促
に
係
る
情
報
（
督
促
日
及
び
指
定
納
入
期
限
）
も
添
付
し
て
チ
ェ
ッ
ク

す
る
こ
と
と
し
た
。

　
⒁
　
高
校
教
育
課

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
物
品
調
達
事
務
に
お
い
て
，
不
適
切
な
処
理
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ

ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
�　
令
和
元
年
東
日
本
台
風
で
被
災
し
た
物
品
の
う
ち
，
高
校
教
育
課
で
執
行
す
べ
き
も
の
に
つ
い
て
，
各
学

校
で
執
行
す
る
よ
う
指
導
し
た
も
の
。
さ
ら
に
，高
校
教
育
課
で
調
達
す
べ
き
物
品
に
係
る
予
算
に
つ
い
て
，

各
学
校
に
令
達
を
行
い
執
行
さ
せ
た
も
の
。

　
　
　
　
　
・
件
数
　
４
件

　
　
　
　
　
・
金
額
　
17,224,900円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
�　
当
該
事
案
は
，
主
務
課
担
当
者
が
，
令
和
元
年
東
日
本
台
風
で
被
災
し
た
物
品
は
全
て
災
害
時
の
特
例
と
し

て
，
全
て
各
学
校
で
随
意
契
約
に
よ
る
調
達
が
可
能
で
あ
る
と
思
い
込
み
，
決
裁
を
経
ず
各
学
校
に
対
し
回
答

を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
，
重
要
な
指
示
を
学
校
に
行
う
際
に
は
必
ず
決
裁
を
経
る
こ

と
，
及
び
令
達
時
点
に
お
け
る
班
長
及
び
管
理
職
員
の
確
認
を
徹
底
し
て
い
く
。

　
　
　
�　
ま
た
，
日
常
的
な
学
校
へ
の
指
示
に
つ
い
て
も
班
で
共
有
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
，
担
当
者
以
外
知
ら
な
い

状
態
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
い
く
。

　
⒂
　
松
島
高
等
学
校

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
寄
附
物
品
に
お
い
て
，
引
き
続
き
寄
附
受
納
手
続
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
な
い
も
の
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，

今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
�　
県
内
企
業
か
ら
の
寄
附
物
品
に
つ
い
て
，
寄
附
受
納
手
続
き
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
。
ま
た
，
備
品

登
録
す
べ
き
と
こ
ろ
行
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
。

　
　
　
　
　
・
物
品
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
ト
レ
ー
ナ
ー
セ
ッ
ト
一
式
，
Ｖ
Ｒ
関
連
機
器
一
式

　
　
　
　
　
・
価
格
　
199,584円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
�　
財
務
規
則
に
基
づ
き
，
速
や
か
に
寄
附
受
納
の
事
務
手
続
き
及
び
財
務
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
備
品
登
録
を
令
和

３
年
１
月
18日
に
行
い
，
県
有
財
産
と
し
て
適
切
に
管
理
し
て
い
る
。

　
　
　
�　
ま
た
，
再
発
防
止
策
と
し
て
，
事
務
室
全
員
に
よ
る
物
品
管
理
の
制
度
研
修
を
実
施
す
る
と
と
も
に
，
学
校

全
体
で
会
計
事
務
の
情
報
共
有
に
努
め
，
内
部
統
制
を
し
っ
か
り
と
行
っ
て
い
く
。

　
⒃
　
伊
具
高
等
学
校

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
　
委
託
料
に
お
い
て
，
支
払
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）
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収
用
委
員
会

正

誤

〇
宮
城
県
公
報
令
和
三
年
号
外
第
九
号
（
令
和
三
年
三
月
二
十
六
日
付
け
）
中

ペ
ー
ジ

一
七

段下

行
後
ろ
か

ら
九　

正

人
事
委
員
会
告
示
第
一
号

　
　
　
　
　
　
　

誤

人
事
委
員
会
告
示
第
四
号

〇
宮
城
県
公
報
令
和
三
年
号
外
第
一
四
号
（
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
付
け
）
中

ペ
ー
ジ

段

行

正

　
　
　
　
　
　
　

誤

　
　
　
　
　
人
的
警
備
業
務
に
つ
い
て
，
支
払
遅
延
防
止
法
に
規
定
す
る
支
払
時
期
を
超
え
て
支
払
っ
た
も
の
。

　
　
　
　
　
・
件
数
　
１
件

　
　
　
　
　
・
金
額
　
270,600円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
�　
支
出
担
当
者
が
支
出
命
令
決
裁
後
に
お
い
て
，
出
納
員
に
回
議
し
な
い
ま
ま
フ
ァ
イ
ル
に
綴
じ
込
ん
だ
た

め
，
支
出
命
令
確
認
が
漏
れ
支
払
遅
延
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
�　
支
出
担
当
者
及
び
出
納
員
に
対
し
，
財
務
シ
ス
テ
ム
の
画
面
上
に
事
務
処
理
が
未
確
認
と
表
示
さ
れ
た
場
合

は
，
処
理
状
況
を
必
ず
確
認
す
る
こ
と
を
徹
底
し
た
。

　
　
　
�　
再
発
防
止
策
と
し
て
，
定
期
的
に
事
務
室
長
と
支
出
担
当
者
そ
れ
ぞ
れ
が
，
財
務
シ
ス
テ
ム
上
で
審
査
未
了

と
な
っ
て
い
る
決
議
の
有
無
に
つ
い
て
，
複
数
の
眼
で
確
認
を
行
う
こ
と
を
徹
底
し
て
い
く
。

　
⒄
　
加
美
農
業
高
等
学
校

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
　
法
令
に
根
拠
の
な
い
金
銭
の
徴
収
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
�　
寄
附
を
受
納
し
て
県
有
の
施
設
と
な
っ
た
百
周
年
記
念
会
館
（
合
宿
所
）
に
つ
い
て
，
条
例
に
定
め
の
な

い
使
用
料
を
学
校
独
自
に
徴
収
し
管
理
し
て
い
た
も
の
。

　
　
　
　
　
・
件
数
　
97件

　
　
　
　
　
・
金
額
　
829,500円

　
　
　
　
　
・
違
反
す
る
法
令
　
地
方
自
治
法
第
228条

第
１
項

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
�　
百
周
年
記
念
会
館
に
お
い
て
，
部
活
動
等
の
合
宿
を
行
っ
た
場
合
，
徴
収
の
内
規
を
定
め
，
使
用
料
を
徴
収

し
て
き
た
。

　
　
　
�　
不
適
切
な
取
扱
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
後
，
令
和
元
年
度
徴
収
し
て
い
た
分
は
各
自
に
返
金
し
，
以
後
，

徴
収
の
内
規
を
廃
止
し
現
在
ま
で
徴
収
実
績
は
な
い
。

　
　
　
�　
残
金
の
処
理
に
つ
い
て
は
，
返
金
対
象
者
の
特
定
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
主
務
課
と
協
議
し
，
県
の
歳

入
と
す
る
方
向
で
調
整
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
⒅
　
石
巻
工
業
高
等
学
校

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
�　
著
し
く
事
務
の
適
正
さ
を
欠
き
，
速
や
か
に
改
善
を
要
す
る
も
の
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
適
正
な
対
策
を
講

じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
�　
学
校
で
管
理
し
て
い
た
，
活
動
実
績
が
な
く
休
眠
状
態
の
団
体
の
通
帳
に
つ
い
て
，
権
利
関
係
を
整
理
せ

ず
に
団
体
の
元
会
計
担
当
者
へ
引
き
渡
し
た
も
の
。

　
　
　
　
　
・
団
体
名
　
宮
城
県
石
巻
工
業
高
等
学
校
後
援
三
八
会

　
　
　
　
　
・
平
成
元
年
度
末
残
金
　
2,017,200円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
�　
今
後
に
つ
い
て
，
関
係
機
関
と
協
議
・
連
絡
調
整
を
図
り
な
が
ら
，
休
眠
状
態
に
あ
る
団
体
に
働
き
か
け
て
，

団
体
が
総
会
を
開
催
し
，
役
員
等
の
選
任
を
行
う
た
め
の
適
切
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。
団
体
の
今
後
の
運
営

の
在
り
方
に
つ
い
て
は
，
役
員
等
の
選
任
後
，
改
め
て
団
体
と
協
議
を
行
う
。

〇
宮
城
県
収
用
委
員
会
告
示
第
11号

　
一
般
国
道
113号

福
岡
蔵
本
２
号
事
件
に
つ
い
て
，
土
地
収
用
法
（
昭
和
26年
法
律
第
219号

）
第
66条
第
３
項
の
規

定
に
よ
り
通
知
す
べ
き
次
の
書
類
は
，
当
委
員
会
事
務
局
に
お
い
て
保
管
し
て
あ
る
の
で
，
来
局
の
上
そ
の
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
令
和
３
年
８
月
20日

�
宮
城
県
収
用
委
員
会
　
　
　

１
　
通
知
す
べ
き
書
類

　
　
令
和
３
年
８
月
11日
付
け
宮
収
号
外
通
知
文

　
　
令
和
３
年
８
月
６
日
付
け
権
利
取
得
裁
決
書
及
び
明
渡
裁
決
書

２
　
送
達
を
受
け
る
べ
き
者

　
　
丹
野
丹
宮
　
住
所
及
び
常
居
所
不
明

　
　
　
　
　
　
　
た
だ
し
，
判
明
し
た
最
後
の
本
籍
地
　
北
海
道
常
呂
郡
訓
子
府
町
字
開
成
番
外
地

　
　
（
亡
）
吉
見
キ
ミ
ヨ
の
相
続
人
　
住
所
及
び
常
居
所
不
明
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三
四

上

五

「
お
い
て
同
じ
。）」

「
に
同
じ
。）」

〇
宮
城
県
公
報
令
和
三
年
号
外
第
二
一
号
（
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
付
け
）
中

ペ
ー
ジ

一
一

一
二

段下上

行
後
ろ
か

ら
一
四

後
ろ
か

ら
二　一

一

正

人
事
委
員
会
告
示
第
二
号

人
事
委
員
会
告
示
第
三
号

人
事
委
員
会
告
示
第
四
号

　
　
　
　
　
　
　

誤

人
事
委
員
会
告
示
第
五
号

人
事
委
員
会
告
示
第
六
号

人
事
委
員
会
告
示
第
七
号


